
NPO法人 故郷の海を愛する会  

海から始まる物語 IN 2014 活動その① 練習船「鳥羽丸」で行く造船所見学 

 

2014 年 7月 25日、三重県の中南勢地区の小中学生 47 名が参加して上記活動が無事終了しました。 

その様子を以下に紹介します。 

 受付 08：30～ 

 

 乗船前のあいさつ 

 

 



 

 出港の様子をフライングブリッジから見学しました。 

 

 

 出港後、船長による救命胴衣の使用方法の説明がありました。 

 



 航海中、各班毎に分かれ見学しました。 

 

 船橋で航海計器の説明を学生から受けました。 

 

 

 機関制御室では機関長の説明を受けました。 



 

 デッキでロープワークの体験もしました。 

 

 

 造船所へ接岸する様子を見学しました。 

 



 

 造船所の会議室で昼食です。 

 

 

 造船所の歴史、設備、建造船の実績などについて説明を受けました。 

 



 

 バス 2台に分乗し、造船所の構内を見学しました。 

 

 

 建造ドックのドックゲートでバスを降り、ドックゲートの上から建造中の船を見学しました。 

 



 

 海上保安庁の救難ヘリについて説明を受けました。  

 

 

 帰りの航海では海上保安庁の救難ヘリがあいさつに来てくれました。  

 何度も旋回してくれて、子供たちは大喜びです。 



 

 鳥羽丸を下船し、最後に集合写真を撮りました。 

 

 暑くて、、みなさんお疲れの様子です。 

 ともかく、無事の終了、何よりでした。 

 


